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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第３四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第３四半期 72,786 2.2 5,049 △1.9 5,304 △1.3 3,246 △1.0

26年３月期第３四半期 71,221 9.2 5,146 7.5 5,371 7.5 3,280 20.6
(注) 包括利益 27年３月期第３四半期 3,633百万円( 5.0％) 26年３月期第３四半期 3,461百万円( 18.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第３四半期 181.15 180.72

26年３月期第３四半期 183.48 182.90
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第３四半期 71,599 46,272 64.3

26年３月期 70,211 43,082 61.0
(参考) 自己資本 27年３月期第３四半期 46,033百万円 26年３月期 42,842百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 ― 16.00 ― 16.00 32.00

27年３月期 ― 16.00 ―

27年３月期(予想) 16.00 32.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 99,328 4.4 7,295 4.9 7,552 4.3 4,611 29.6 257.41
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

(注) (有)レベルアップを第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めておりますが、特定子会社には該当しませ
ん。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 (３) 会計方針の変更・会計上の見積り
の変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期３Ｑ 18,020,673株 26年３月期 18,020,673株

② 期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 79,716株 26年３月期 107,324株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 17,921,131株 26年３月期３Ｑ 17,880,891株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測
情報に関する説明」をご覧ください。

決算短信 （宝印刷）  2015年01月30日 17時35分 2ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社トーカイ(9729) 平成27年３月期 第３四半期決算短信

－ 1 －

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………３

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………３

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ………………………………………………………………４

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ……………………………………………４

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ……………………………………………４

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 …………………………………………４

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………５

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………５

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………７

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………９

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………９

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………９

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………９

決算短信 （宝印刷）  2015年01月30日 17時35分 3ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社トーカイ(9729) 平成27年３月期 第３四半期決算短信

－ 2 －

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループの主要事業が属するヘルスケア業界は、高齢者人口の増加を背景に、その市場は拡大傾向にあり

ます。需要は堅調に拡大し、成長分野として注目を集める一方、参入事業者も多く、地域における競合や価格競

争等も発生しております。

このような状況の中、当第３四半期連結累計期間における当社グループは、コアセグメントである「健康生活

サービス」「調剤サービス」が前年同四半期比増収を達成、その結果、売上高は過去最高を更新しました。

「健康生活サービス」では、医療機関からのアウトソーシングを請け負う病院関連事業において、主力である

レンタル商品の拡販が好調に推移したことなどにより、増収を達成しました。また、「調剤サービス」は、処方

せん受付回数の増加・処方せん単価の上昇により増収を達成しました。

利益面につきましては、労務費・人件費の増加、レンタル資材費の増加、「健康生活サービス」のクリーニン

グ設備製造事業の減収に伴う利益減等により、営業利益・経常利益が前年同期比減益となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の連結経営成績は、売上高727億86百万円（前年同四半期比15億64百

万円増、2.2％増）、営業利益50億49百万円（前年同四半期比96百万円減、1.9％減）、経常利益53億4百万円（前

年同四半期比67百万円減、1.3％減）、四半期純利益32億46百万円（前年同四半期比34百万円減、1.0％減）とな

りました。

[セグメント別状況]

① 健康生活サービス

病院関連事業において、主力であるレンタル商品の拡販が好調に推移したほか、給食事業の新規契約獲得

や、シルバー事業のレンタル売上の伸びも要因となり、「健康生活サービス」は前年同四半期比増収となりまし

た。利益面につきましては、営業力強化のための人件費増、レンタル資材費の増加、クリーニング設備製造事

業の減収に伴う利益減があったものの、病院関連事業の増収に伴う利益増等により前年同四半期比増益となり

ました。

売上高 361億29百万円 (前年同四半期比 7億80百万円増、 2.2％増)

営業利益 30億 9百万円 (前年同四半期比 36百万円増、 1.2％増)

② 調剤サービス

114店舗の事業展開となり、当期６店舗、前期８店舗の新規出店効果及び処方せん単価の上昇により前年同

四半期比増収となりました。利益面につきましては、当期より連結対象子会社が１社増加したことによる利益

の増加はあったものの、薬価改定や消費税率の引き上げの影響等により前年同四半期比減益となりました。

売上高 272億77百万円 (前年同四半期比 8億33百万円増、 3.2％増)

営業利益 25億96百万円 (前年同四半期比 16百万円減、 0.6％減)

③ 環境サービス

病院清掃事業においては新規契約の獲得等により順調に推移しましたが、リースキン事業における減収、レ

ンタル資材費の増加等により、前年同四半期比減収減益となりました。

売上高 92億33百万円 (前年同四半期比 59百万円減、 0.6％減)

営業利益 4億35百万円 (前年同四半期比 81百万円減、 15.7％減)
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末の702億11百万円から13億87百万円増加し、715億

99百万円となりました。これは、主に現金及び預金が15億60百万円増加したことが大きな要因となっております。

また、負債合計は、前連結会計年度末の271億29百万円から18億2百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末

は253億26百万円となりました。これは主に未払法人税等が14億74百万円減少したことが大きな要因となっており

ます。

少数株主持分を含む純資産合計は、配当金の支払いが5億73百万円あったものの、四半期純利益32億46百万円を

計上したことなどにより、前連結会計年度末の430億82百万円から31億90百万円増加し、当第３四半期連結会計期

間末は462億72百万円となりました。その結果、自己資本比率は64.3％（前連結会計年度末比3.3ポイント増）と

なりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現段階で入手可能な資料に基づき平成27年３月期通期の連結業績予想を検討した結果、平成26年５月９日公表

の連結業績予想を踏襲いたします。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めに

ついて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の

期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を、従業員の平均残存

勤務期間に近似した年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単

一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が38百万円増加し、繰延税金負債が13百万

円及び利益剰余金が25百万円減少しております。なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,352 16,912

受取手形及び売掛金 13,514 14,027

有価証券 745 770

たな卸資産 5,953 4,257

繰延税金資産 883 475

その他 942 1,992

貸倒引当金 △99 △114

流動資産合計 37,291 38,320

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,089 9,920

機械装置及び運搬具（純額） 2,627 2,615

土地 8,866 8,522

その他（純額） 3,146 3,199

有形固定資産合計 24,730 24,257

無形固定資産

のれん 82 67

その他 735 669

無形固定資産合計 818 736

投資その他の資産

投資有価証券 4,287 5,143

繰延税金資産 716 580

その他 2,427 2,588

貸倒引当金 △60 △27

投資その他の資産合計 7,370 8,285

固定資産合計 32,919 33,279

資産合計 70,211 71,599
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,003 12,027

短期借入金 2,058 1,988

1年内償還予定の社債 238 198

未払法人税等 1,610 136

賞与引当金 1,345 682

役員賞与引当金 76 51

その他 4,415 5,407

流動負債合計 22,748 20,492

固定負債

社債 846 746

長期借入金 84 294

繰延税金負債 23 397

役員退職慰労引当金 310 275

退職給付に係る負債 1,258 1,356

その他 1,857 1,762

固定負債合計 4,380 4,833

負債合計 27,129 25,326

純資産の部

株主資本

資本金 8,108 8,108

資本剰余金 4,709 4,727

利益剰余金 29,408 32,171

自己株式 △117 △87

株主資本合計 42,108 44,919

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 738 1,116

繰延ヘッジ損益 △1 △0

退職給付に係る調整累計額 △2 △2

その他の包括利益累計額合計 733 1,114

新株予約権 29 21

少数株主持分 210 217

純資産合計 43,082 46,272

負債純資産合計 70,211 71,599
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 71,221 72,786

売上原価 54,098 55,568

売上総利益 17,122 17,217

販売費及び一般管理費 11,976 12,167

営業利益 5,146 5,049

営業外収益

受取利息 22 26

受取配当金 58 59

その他 244 266

営業外収益合計 324 352

営業外費用

支払利息 64 53

その他 35 45

営業外費用合計 99 98

経常利益 5,371 5,304

特別利益

固定資産売却益 5 1

負ののれん発生益 111 -

その他 0 -

特別利益合計 117 1

特別損失

固定資産売却損 0 34

固定資産除却損 20 20

投資有価証券評価損 9 -

店舗閉鎖損失 0 28

その他 23 5

特別損失合計 53 89

税金等調整前四半期純利益 5,435 5,216

法人税、住民税及び事業税 1,774 1,152

法人税等調整額 373 810

法人税等合計 2,147 1,963

少数株主損益調整前四半期純利益 3,287 3,253

少数株主利益 7 7

四半期純利益 3,280 3,246
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,287 3,253

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 171 378

繰延ヘッジ損益 2 1

退職給付に係る調整額 - 0

その他の包括利益合計 173 380

四半期包括利益 3,461 3,633

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,454 3,626

少数株主に係る四半期包括利益 7 7
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

健康生活
サービス

調剤
サービス

環境
サービス

計

売上高

外部顧客への売上高 35,348 26,444 9,292 71,086 135 71,221 ― 71,221

セグメント間の内部
売上高又は振替高

25 0 300 325 2 328 △328 ―

計 35,374 26,444 9,592 71,411 138 71,549 △328 71,221

セグメント利益 2,973 2,613 516 6,102 27 6,129 △983 5,146

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報提供事業を含んでおりま

す。

２ セグメント利益の調整額△983百万円には、セグメント間取引消去20百万円及び各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,003百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(重要な負ののれん発生益)

「環境サービス」セグメントにおいて、平成25年４月１日付の株式取得により、㈱ビルメンを当社の連結子会社

である㈱ティ・アシストの完全子会社とし、連結の範囲に含めました。当該事象により、第３四半期連結累計期間

において負ののれん発生益111百万円を計上しております。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

健康生活
サービス

調剤
サービス

環境
サービス

計

売上高

外部顧客への売上高 36,129 27,277 9,233 72,640 145 72,786 ― 72,786

セグメント間の内部
売上高又は振替高

32 0 251 284 2 286 △286 ―

計 36,162 27,277 9,484 72,924 148 73,073 △286 72,786

セグメント利益 3,009 2,596 435 6,041 37 6,078 △1,028 5,049
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(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報提供事業を含んでおりま

す。

２ セグメント利益の調整額△1,028百万円には、セグメント間取引消去21百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,050百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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